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要   約 
生活科の実践場面で子どもが身近な人々、社会及び自然すなわち対象と関わるとき、その対象に「なりきる」と

いう方法で、表現あるいはその対象に迫るように教師は指示することがある。しかし、子どもは、大人との関わり

のなかで育つ「社会的存在」であると捉えると、「なりきる」ことは子どもの特性でなく、周囲との関わりによっ

て生じる表現方法であるべきだ。つまり「なりきる」ことは自然に発生するような子ども独自の特性ではなく、そ

の発生の要因や思考が活発になるような関わりが前提にあるはずだ。本研究ではそのような活動が「ごっこ遊び」

と日常の生活のなかにあるとし、その遊びが子どもの発達によりどのように変化するのか、また、周囲の大人は遊

びにどのように参与するのかを生活科の実践やそれに関する先行研究から検討していく。 
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Ⅰ はじめに 

1 問題提起 

生活科の実践において子どもにとって身近な人々や

社会及び自然すなわち、学習する対象について想像す

る必要性が生じる状況がある。交流先の幼稚園や保育

園の子どもに、低学年児童が作ったおもちゃや遊びを

紹介するという実践では「来てくれる子が楽しむには

どうしたら良いか」というように相手の立場に歩み寄

ろうとする事だ。他にも、学校探検や町探検で出会う

物や人、動植物の観察などの実践も当てはまるだろう。 
相手の立場で考えるために、小学校の低学年時期の

子どもは発達段階的に「空想」や「なりきる」ことが

できるとし1、授業構想や言葉かけに用いられる。し

かし、教師は子どもたちが本来持っているとされる特

性を頼りにするだけでなく、学習活動の中で、よりそ

の対象に迫れるように子どもを励まし刺激するような

関わりが必要ではないだろうか。 
 

2 研究の目的と方法 

低学年の子どもは小学校就学以前、幼児の段階から

遊びの中で対象の存在に影響を受ける。そして、その

対象を用いて遊んでいる。特に「ごっこ遊び」では、

日常生活における大人との関わり、対象との関わりや 

 

その様子が遊びに取り入れられ、「ごっこ遊び」の

活動を発展させるための要素となっている。 

 例えば、奈良女子大学附属小学校での清水聖による

2014 年度 11 月 第 2 学年星組の実践2では、学級活動

を本当の「むら」のように「しごと」3をし、買い物

をするといった学習活動が行われた4。「こんな『む

ら』にしたい」という学級内の目標のもと「しごと」

の内容や「お金」の導入や「みんなのためのしごと

（公務員）」ではお金を儲ける事が出来ないという問

題を話し合いによって解決していった。その話し合い

のなかでは、保護者と買い物に行った経験や、インフ

レーションなどの経済に関する家族との会話の記憶を

もとに意見を出し合っていた。話し合いで出される意

見の内容から、日常生活での関わりを取り入れている

様子がうかがえる。 
このように、実生活での経験が遊びに取り入れられ、

その経験を発揮できるような時間を設けることで対象

について想像を広げられるのではないだろうか。つま

り、子どもの生活経験や理想的な生活・自分の姿を活

用して遊ぶこと、すなわち「ごっこ遊び」が自己の認

識の外にある対象を理解し、相手の立場に歩みよって

考えることの具体的な方法になり得ると考える。 
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ここで、低学年時期の子ども自身の認識について、

平成 29 年度改訂小学校学習指導要領解説生活編に示

された生活科の 9 つの内容の階層性から考える。その

なかで「内容（9）は、一つの内容だけで独立した単

元の構想も考えられるし、他の全ての内容と関連させ

て単元を構成することも考えられる」5と示されてい

る。内容（1）～（8）の対象が、「自己」以外の存在

であるのに対し、内容（9）は、自分が学びの対象と

なっている。また、自己の認識について田村学も学習

指導要領の平成 20 年度改訂の際、今次改訂指導要領

にも共通する「気付きの質の高まり」について、「生

活科のどの内容においても、子どもが対象と自分との

関わりを深め、対象に気付くことで、そこに映し出さ

れる自分自身への気付きが生じる」6と述べている。

このことから、対象との関わりの充実が自己の認識の

深まりにつながると考える。つまり、対象を知れば知

るほど、後々自分自身のことを知る事につながるので

ある。 

そこで、本研究では子どもが対象や周囲の大人から

受ける豊かな関わりは「ごっこ遊び」における子ども

の発達やその側面に影響を与えると考え、生活科の授

業実践の見方や子どもの遊びへの関わりについて検討

することを目的とする。 
研究の方法として、ヴィゴツキーやエリコニンらが

述べているように、子どもとは、大人との関わりのな

かで育つ「社会的存在」であること、これを基に考察

を行う。対象への認識を通して子どもが自己認識をす

るという構図は、「社会的な存在」として表される子

どもの姿が適当であると考える。よって、子どもと周

囲の人間、対象との関わりに着目する。生活科の学習

において、自己の認識には対象の認識や理解がなくて

はならないものと考えるからである。次に、これらの

視点から、「ごっこ遊び」の内容の発展とその中での

子どもの発達について、子どもを「社会的な存在」で

あると捉え、対象や特に大人との関わりにおいての変

化を考察する。また、本研究において「発達」とは、

形式の繰り返しである「まねっこ」から形式同士が有

機的に関連し「ごっこ遊び」に変容するような、子ど

もの発達の水準の変化を表している。一方「発展」と

は、その発達の水準内での学習行為の広がりの様相で

ある。つまり、同じ「まねっこ」の状態であっても、

「まね」ているものの種類の多い少ないや観察してい

る範囲は子どものなかで変化していくと捉える。加え

て幼児期後期の子どもの「ごっこ遊び」にはストーリ

ー性があるとし、その関連から演劇の視点を取り入れ

て本研究における「ごっこ遊び」について整理する。 

「ごっこ遊び」と子どもの発達の様子と大人との関

わりを検討することで、子どもが対象を認識すること

を通して自己を認識する過程を明らかにしていきたい。 
 

Ⅱ「ごっこ遊び」とは何か－発達と演劇の視点から－ 

ガーウェイによると「巧みにかたち作られたごっこ

遊びは、三歳以前には見られないようですし、青年期

に達する前にはなくなる」7と述べられている。この

考えを手がかりに、発達段階ごとの「ごっこ遊び」の

変容を先行研究から検討し、「ごっこ遊び」がもつ多

様な側面について言及する。 
 

1「ごっこ遊び」における子どもの発達 

（1） 幼児期における「ごっこ遊び」 

内田伸子は 1 歳頃の子どもを観察した際、「やっと

はえそろった髪をとけるわけはないのだが、彼女はそ

れで十分満足なのだ。髪をとくのが目的ではない。

『ブラシ』という具体物が媒介となって、母親の髪を

とかす姿を想いうかべ、『まね』ることによって遊ん

でいる」8と述べている。内田の示す例からは、子ど

もは「まね」をすることを楽しんでいる一方、行為の

結果は求めていない段階がある。この子どもは「髪を

とく」という行為の背景9すなわち、「髪をとく理由や

目的」には触れていない。それでも、子どもはその状

態に満足なのである。このように動作そのものの模倣

は 1 歳頃からすでに始まっており、「まね」る行為そ

のものが子どもの目的なのである。 
また、久保田浩は観察した 2 歳半の知人の子どもの

行動について「このころの子どもは、目につき興味を

ひく形や、単純な動作をまねますが、そこにくりひろ

げられる出来事、その内容を再現しようとはしない」
10と述べて特徴づけた。久保田はこのような「まねっ

こ」をしている時期の子どもについて、次のように述

べている11。 
 

子どもはまわりのもの、あるいはことが

らをどんらんにまねます。かたち、動作、

それに言葉。なんでもまね、そして自分の

ものに組みこんでいきます。これは子ども

が人間として育っていくうえに欠くことの

できない、大事なちからのひとつといえま

す。 
 

このように、久保田は「まねっこ」は自分が所属す

る社会での出来事を観察し、自分に取り込むための行

為だと価値づけている。つまり、子どもは、ゼロから

自分で動作や言葉を生み出しているのではなく、周囲

を見てまね、社会に存在する出来事を習得しようとし

ているのである。 
一方で、久保田は「幼稚園や保育園などで『怪獣ご

っこばかりして困る』（中略）こうした、“まねっこ”
にとどまっていることが問題なのです。内容がない、

遊びに発展がないことに注目していく必要がある」12

と述べ、「まねっこ」と「ごっこ遊び」を区別して捉
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えている。つまり「まねっこ」とは、形、動作を模倣

しただけ、すなわち外見を観察してそのまま再現した

のみにとどまっており、「遊び」に発展性は見られな

いのである。 

さらに、久保田は「子どもたちの遊びのひとつの柱

とでもいうべき“ごっこ遊び”は、子どもとおとなの世

界の接点で展開していく遊びであり、子どもたちは、

こうした遊びを自分の物として消化していく  そう

したはたらきをもつものである」13と述べていること

から、自分が所属する社会について興味をもって観察

し、貪欲にまねたことを、実践する機会が「ごっこ遊

び」と捉えることができる。そして、「ごっこ遊び」

は、自分が所属する社会に必要な振る舞いを、習得す

る働きがあることが分かる。 

また、高橋たまきも「ごっこ遊び」を「ふり遊び」

と表現しながら次のようにその変化を整理している14。 
 

より発達したふり遊びにおいては、一つ

のふり行為と他のふり行為が、有機的に関

連付けられる。そのため、ふりは一過性で

はなくなり、一まとまりの構造をもつもの

として持続されるようになる。（中略）日常

の文脈から分離して開始されたふりの行為

は、ふり遊びと呼ばれるものへと発展する。 
 

 このように、日常から分離されたそれぞれのふり行

為が関連して行われていることで、まとまりのある物

となり、ふり遊びへと変化すると述べている。 

久保田と高橋の考えを関連付けると、「まねっこ」

は「ふり行為」であり、「ごっこ遊び」は「ふり遊

び」と言い換えることができる。「まねっこ」が発展

したものが「ごっこ遊び」であり「ごっこ遊び」を構

成しているものはそれ以前の「まねっこ」である。つ

まり複数の「まねっこ」が有機的に関連させたものが

「ごっこ遊び」である。 
 内田は無藤隆との共同研究において 1 歳半児と 2 歳

半児と 6 歳児の観察から幼児期前期と幼児期後期の

「ごっこ遊び」の特徴を述べている。1 歳半の幼児の

場合「『スクリプト』（日常生活のきまり切った手順や

行動系列を指す一種の台本である）」15と述べている。

幼児期前期、特に 1 歳半時点の「ごっこ遊び」は、形

だけのものであり、高橋の述べる有機的な関連ではな

く、一過性のものであるとことが分かる。 
一方で内田は、2 歳半の幼児の場合「同じお茶くみ

ごっこでも、2 歳半児同士では、もっと複雑である。

しかも、経験の一部の単なる再現ではなく、いくつか

のスクリプトを複合して組み立てあげるようにな

る。」16とし、2 歳半時点では、複数のスクリプトを組

み合わせた遊びに水準が上がる。しかし、それらのス

クリプトの関連性は強くない。「ごっこ遊び」の中の

やりとりからなくしてしまってもストーリー性には影

響しない段階と言えよう。このことから、有機的な関

連付けとは、単にふり行為が「ごっこ遊び」の 1 セク

ションの中に含まれていれば良いということではない

ということが分かる。しかしこれは、幼児期後期の

「ごっこ遊び」に向けて発展している様子だと考える。 

次に幼児期後期を見ていきたい。6 歳児にて観察さ

れた「ごっこ遊び」には話の筋、すなわちストーリー

の創作に計画性が表れると内田は述べている17。 
 

筋のつけ方は状況によるが、大まかにど

んな遊びにしようか、ずっと計画的になる。

（中略）自分で知ったことから、絵本で知

ったこと、兄や姉から聞いたこと、テレビ

で見た事などが素材として使われている。

（中略）もはやこの段階では、ことばによ

ってきちっとした状況を設定しながら遊び

が展開していく。しかも三人が文字通り協

同で遊びを展開することができるのである。 
 

このように幼児期前期の「まねっこ」が、独立した

スクリプトであるのに対して、幼児期後期の「ごっこ

遊び」は遊びに参加している子どもが日常生活で経験

した大人やきょうだいとの接点を利用して展開されて

いることが分かる。 
つまり、子どもの「まねっこ」は、形や動作の模倣

が繰り返される。子どもの表現の発達は「まねっこ」

を経て、その形や動作に関連する内容、もしくは日常

生活の中で観察し理解したことを組み込んで「ごっこ

遊び」へと変容させていくのである。さらに幼児期後

期には協同で計画的な設定、つまり筋の通ったストー

リー性のある「ごっこ遊び」が展開できるようになっ

ていくのである。 
個人による観察した対象の「ものまね」から「ごっ

こ遊び」へ、そして協同での遊びという過程は、高橋

の以下の主張によって明らかである18。 
 

初歩のふり行為は、現実場面におけるの

と文脈が異なるのであって、行為そのもの

は、現実そのものの単純なコピーである。

そこでは知識像がそのまま表出されている

とみてよいであろう。イメージは発達する

につれて、一つ一つが断片的でなくなり、

相互に繋がりが生じ、系列化されたものと

なる。これに対応するかのように、この段

階で演じられるふり行為にも、脈絡が見ら

れるようになる。（中略）個人的なふり遊び

は、やがて集団的なごっこ遊びへと発展す

る。 
「ごっこ遊び」における子どもの様子を異なる発達
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段階で比較すると、それが同じ性質ものであるとは捉

えにくい。「ごっこ遊び」における子どもの発達は、

まず「まねっこ」から入り、その行為を繰り返す。次

に「まねっこ」を関連付け、そして幼児期後期にはそ

れらを有機的に組み合わせストーリー性のある「ごっ

こ遊び」へと変容するのである。 
 

（2）生活科実践における「ごっこ遊び」 

遊びの形態も、個人的なものから、協同的なものに

変容する。小学校の生活科において「ごっこ遊び」を

見取る際には、幼児期後期の「ごっこ遊び」への発達

の水準を念頭に置くことが必要である。 

以下の 2 つの生活科の実践で見られた子どもの姿か

らは、ストーリー性のある「ごっこ遊び」と協同で

「ごっこ遊び」を行うことの価値を見い出すことがで

きる。 

以下の資料 1 は嶋野道弘が示す事例である19。 

資料1 対象への働かけで興味・関心を持つ様子 

ダンボールと身近にある物を使って遊んだことを子

どもは次のように振り返っている。 

「きょう、まちがやっとできました。さいしょはた

だのダンボールでした。でも、①まりちゃんが『ゆい

ちゃん、おふろをつくろうよ』といってつくりはじめ

ました。おきにいりのおふろができまた。」 

子どもが「最初はただのダンボールでした。でも

…」と言う。自分の働きかけ（ダンボールで遊ぶも

のを作って遊ぶこと）によって、②身の回りにあって

意味のないもの（ただのダンボール）が自分にとって

意味を持ってくる（お気に入りのお風呂になる）こと

に気付いた。これによって子どもは一層身近なものに

興味・関心をもって関わるようになる。 
※下線、番号は筆者によるものである。また、下線部②は 2 節 3 項にて

取り上げる視点である。 

 下線部①に含まれている呼びかけは、幼児期後期に

変化した協同的な遊びの力がついている様子と捉えら

れる。また、2 人にとって「ただのダンボール」だっ

た物が「お気に入りのお風呂」になった様子から、こ

の 2 人の目的はダンボールで「風呂」を作ることから、

一緒に遊ぶことに変化したと見取ることができる。 
次に、彦坂登一郎の実践を取り上げる。彦坂学級の

子どもが「赤ちゃんごっこ」の実践を経て書いた感想

から、協同で「ごっこ遊び」をすることの強みが解釈

できる。母親役の A 児の感想には「明菜ちゃんは、

ほんとうに、ゆびをすっていました、たくみくんは、

じぶんでみるくをのんで、いろいろの赤ちゃんがいま

した」20と書かれている。このように、子どもは自分

の遊んだ感想だけでなく、他の子の遊びの様子を、興

味をもって観察と評価をし、自分の赤ちゃんの役とし

ての表現の方法と、他の子の表現の方法との相違点に

気付くことができている。また、表現方法が違ってい

ても同じ赤ちゃん役であるということを認識している。

つまり子どもたちは自分とは表現が違うが、「いろい

ろな赤ちゃんがいる」と判断できているのである。自

分の遊んでいる役を認識し、他の子の表現を受け入れ

られていること、また、「赤ちゃんごっこ」の中で有

機的につながっているため、ひとまとまりのストーリ

ーとして捉えることができるのである。 
 

2「ごっこ遊び」の3側面－演劇を基底とした整理－ 

「ごっこ遊び」に近いものとして、ストーリー性や一

人一人の役割が関わりあって成立すること、すなわち

協同性の観点から、演劇21を基底に、学習活動の中で

価値づけられる様子を検討する。演劇教育（ドラマ教

育）22に関する先行研究をまとめ、以下の 3 つの側面

に整理した。 
 

（1）内的ルールの形成 

 ストーリー性や協同性を保つにはある一定のルール

が必要である。「ごっこ遊び」でこれらを保つために

も同様であると考える。しかし、「ごっこ遊び」の文

脈の中に外部から強制されるようなルールは存在しな

い。遊びへの参加者がルールを創りだし共有している

のである。 

 佐々木徹雄はヴィゴツキーの遊びのルールに関して、

その特徴を「潜在的ルール・内的ルール・動的ルー

ル」であると、3 つのルールとして整理した。「ルー

ルが無いように見える遊びにも潜在的にルールが存在

するとし、ルールは内発的に子どもから生まれ、遊び

のなかで変化し（動的ルール）、それらの共有を通し

て虚構場面を展開している。」23とし、さらに、“ルー

ルの共有”を「虚構場面を展開させていくにあたって、

表現内容（皆でどういうイメージを表現するか）と表

現方法（皆でどうイメージを共有させていくか）との

両面から、自分たちの『内的ルール』を形成していっ

ている過程にいる」24としている。佐々木の指摘から

は、遊びのルールとその特徴とは、内的ルールの形成

過程で、子どもたちが対象と一緒に遊んでいる中で自

らルールを生み出せていることが分かる。また、虚構

場面を守り、展開し、表現していることは、他者の存

在に気付き、自分たちの内的ルールにのっとって、対

象のイメージを表現・共有している姿と言える。つま

り、子どもたちは内的ルールの形成過程を通し、自発

的にルールを創り、それらを共有することで、遊びを

成立させているのである。 
例えば、中山京子の実践では遊びの中で、子ども同

士の投げかけによってそれぞれの遊びが 1 つのお話づ

くりに発展するという場面があった。それぞれの遊び

に広がるだけだったものが 1 つの遊びに収束し、焦点

化されていることが分かる25。子どもが「内発的」に

小田 恭子　・　加納 誠司
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一緒に遊ぶことを他者に呼びかけ、ルールを共有しな

がらそれに応答しているのである。また、この収束さ

れることで遊びに継続性が生じるのである。 
 

（2）創造的な模倣活動 

子どもの「まねっこ」が有機的に関わり合うことで

ひとまとまりの「ごっこ遊び」になる。前述したよう

に小学校低学年の発達段階ではストーリー性や協同性

のある「ごっこ遊び」が可能になる。それならば、

「ごっこ遊び」を既存の価値観の更新もしくは発想を

転換する場として扱えないだろうか。 

 鹿嶋桃子は、遊びの内容やその中で表現されている

物事について「遊びやふり遊びにおいては、子どもた

ちは現実で見たり聞いたりしたことをそのまま模倣あ

るいは再現（かつてあったものの正確な反復）するの

ではない。それら古いものを組み合わせて新しいもの

にしている」26と述べている。鹿嶋の主張の中にも対

象との相互作用によって遊びが進行していくと示され

ており、前述した「他者とルールを創りながら変化さ

せて遊んでいること」と関係付けることができる。ま

た「ごっこ遊び」の内容は、見聞きしたものの再現で

はなく、新しいものであったり、行為を保管・変容す

るものであったりする。このことから、子どもが、日

常の生活のなかで現在もっている価値観を良い方向に

も悪い方向にも変容させていくと捉えることができる。

そして、創造した価値観と現実を比べることができれ

ば、「別の方法はないのだろうか」「もっと良い方法が

あるかもしれない」27ということに気付くことができ

るのではないだろうか。 
 例えば、イギリスでドラマ教育を行ったドロシーヘ

スカットの「専門家のマント」28では、専門家の「動

作や物言い」をするのではなく、専門家としていかに

その専門性を発揮するかという「役割でいかに行動・

表現するか」という思考が働いているのである。その

視点で問題解決にあたるため、解決策や表現されたも

のは必ずしも一般的な解決策ではなく、新たな価値に

基づいた答えであるという可能性がある。 
このように子どもは模倣を通して新たな価値観に気

付いたり、新たな価値観を生み出したりすることがで

きる存在であると考える。 
 

（3）コンテクストの拡張 

ストーリー性や協同性にのっとって遊ぶとき、「自

分ではないもの」を演じている。また、それは姿かた

ちや内面的なものだけでなく、物を見立てることにも

関わるだろう。 

 子どもたちは「ごっこ遊び」や演技、動作化、ロー

ルプレイなどが用いられる実践で「なりきって」と指

導されることがある。しかし、平田オリザは演じるこ

とを軸にコミュニケーションについて検討する中で

「なりきる」ことを否定し、違う捉え方を提示してい

る。「日本ではどうも『演じる』ことは『役になりき

る』『のりうつる』といったイメージでとらえられが

ちだ。（中略）俳優という自分の個性と、演じるべき

対象の役柄の共有できる部分を探し出し、それを広げ

ていくという作業が求められている。」29と述べてい

る。つまり、役柄と自分との枠組みの違いに気付き、

共有できる部分を探すことと、役柄の生きる世界を想

像し調べる役作りを通して、自分が役に共感できる範

囲を広げていくのである。この演者が役柄の背景の違

いのを知りうめていく作業を本研究では「コンテクス

トの拡張」として位置付ける。コンテクストのズレを

役柄と自分との比較を通して「自分の存在」を基に役

とのズレを埋めていく。「ごっこ遊び」も自分を軸に、

役割や小道具（見立てる対象）と現実を比較し、現実

と役柄との違いを見つけ、物語が進行するように自ら

のコンテクストを拡張し、自分と役とのすき間を埋め

ていくのである。 

 須本良夫の「先生ごっこ」を手立てにして、学校探

検を行う実践ではコンテクストを拡張する様子が見ら

れる。初回の学校探検では設備・備品のみに注目して

おり、そこで働いている人の視点はなかった。そこで

第 2 回の探検では「先生ごっこ」といった職場体験的

な活動を通して探検することで、働く人の視点など、

初回よりも具体的な気付きが得られた。また、中学校

にも探検に行った際にでた子どもからの感想を須本は

「学校のもつ役割に同じ部分を感じつつ、小学校は小

学校仕様になっている機能的な部分を再発見している

ようであった。」と捉えている。このように、自分の

認識にものや、働く人の視点を加えた具体的な気付き

から、一般的に捉えて比較するという、枠組みが拡が

ることが分かる。この実践からはコンテクストの拡張

と気付きの質の高まりが感じられる。 
また、前述の資料1で示した、ダンボールが「お気

に入りのお風呂」になったという感想を抱いた子ども

の事例では「②身の回りにあって意味のないもの（た

だのダンボール）が自分にとって意味を持ってくる

（お気に入りのお風呂になる）ことに気付いた。」と

いう姿も、小道具と見立ての関係からコンテクストの

拡張と言えるのではないか。ダンボールは梱包に使用

することが主要な役割である。その一方、梱包以外の

用途ではあくまで代用品であり、心もとない物である。

しかし、「ごっこ遊び」という文脈においてのダンボ

ールは、欠点はあるものの子どもにとって有能な素材

である。ここでは素材の評価についてではなく、下線

②のように身の回りにあったものが自分にとって特別

なものになったという様子からも、コンテクストを小

道具と見立ての関係において、遊びの「お気に入りの

もの」と捉えるようになったのではないだろうか。 
Ⅲ 質的・量的な対象との豊かな関わりについて 

生活科における対象と豊かに関わるための「ごっこ遊び」の研究
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「『豊かな』関わり」が必要であるとするとき、あ

る質を保って関わることを重視する質的な豊かさなの

か、それがより多く関わることを重視する量的な豊か

さなのかを区別しておきたい。 
 

 1 遊びへの参加－直接的な参与－ 

久保田の考える、子どもの遊びに対しての大人の態

度と子どもの遊びにとって必要とされる大人のあり方

を資料2のように要約した30。 

資料2 子どもの遊びにおける大人の態度とあり方 

【遊びに対しての大人の態度】 
・放 任 型： 子どもの活動をよく見ていない。 

（大人にとって）何か気に入らない 
ことがあると介入しおさえつける。 

・過干渉型※：子どもを遊ばせたいという意欲に     
あふれ、それが休みなく子どもに      

ぶつけられる。 
【遊びにとって必要とされる大人のあり方】 

①子どものじゃまにならない存在であり、必要な時に

役立ち、関わってくれると遊びが楽しく豊かになる 

②“遊びがわかる人”であること、つまり、子ども楽

しさ、喜び、興味、関心が見られ共感できる・適切な

援助、じょうずな刺激をいつでも用意している 
※久保田は著書のなかでは「むやみやたらと干渉するタイプ」と 

表記している。「過干渉型」としたのは筆者によるまとめ方である。 

放任型は、遊びに無関心で遊んでいる子どもたちの

ルールを無視するという大人の姿である。例えば、大

人が忙しく余裕のない時、子どもの「この線のなかは

おうちの中だから靴（スリッパ）を脱いで」というル

ールを無視するだろう。さらに、そのようなルールの

提示をうっとうしく思い逆に怒り返してしまうことが

放任型にあたる。 

過干渉型の場合は井藤元の主張をもってその問題点

を指摘することができる。井藤は「『遊び』で重要視

されるのは『いまここ』の瞬間である。対して『労

働』の場合は、常に、ある行為は何らかの目的のため

の手段となる」31と述べている。このように、ともす

れば、過干渉型の大人の関わりは、遊びを何らかの目

的の手段としているのではないだろうか。つまり、井

藤の主張から、未来へ向けさせようとする大人の干渉

は子どもにとって良い遊びであるとは限らず、「いま

ここ」を大切ににしない活動を「遊び」とは言えない

のである。過干渉型にはこのような問題点があると指

摘する。 

一方、要約に示した、「【遊びにとって…大人のあり

方】」における①であれば前述した彦坂の実践は「ベ

ッドと布団、さらに哺乳瓶と粉ミルクも用意して、赤

ちゃんごっこをすることにした。」32や「保護者の協

力を得て布団と哺乳瓶を 10 セット用意し、教室に置

いておいた」33というように、「赤ちゃんごっこ」に

使用する道具を教師や保護者が用意している。このよ

うな環境整備としての大人の関わりは、子どもが小道

具の製作に逸れずに「赤ちゃんごっこ」に集中できる

ような関わりと言えよう。嶋野も「ごっこ遊び」を用

いる単元について「活動を構成することに教育的価値

を求めるものもある。ごっこ活動などはこれである。

出来合いのセットを活用したり、前年度に作ったもの

などを利用して、さらに必要なものを作ってもよ

い。」34と述べている。彦坂の「赤ちゃんごっこ」の

実践では、どこに教育的価値を置くべきか見極められ

ており、子どもの「ごっこ遊び」を通した対象への関

わりを豊かにする大人の参与であると捉えられる。 
次に「大人のあり方」①「関わってくれることで遊

びが楽しく豊かになること」とは、その場で教えず見

守り、大人が存在しているだけで成り立つことをも意

味している。嶋野が述べた子どもの様子からは「三人

の子供が、土をこねてケーキを作った。これを分ける

段になった。三人だから三等分すればよいことは分か

っている。しかし、なかなか均等に切れない。子供た

ちはあれこれと思案した。そして、言った。『四つに

切って一つは先生にあげよう。これでけんかはなし

だ』」35「先生にあげよう」と、これで解決するのは

子どもたちが教師を「土のケーキを分けてもよい仲

間」であると認識しているからである。このように、

大人はその場にいて遊びの一員であると子どもたちに

認識される必要がある。 
 「ごっこ遊び」や遊びにおいて大人は放任せず干渉

しすぎず、むしろ対象との関わりが十分に深まるよう

な環境の整備や、子どもを見守り遊び仲間として認め

られる必要があるだろう。このような直接的な大人と

子どもとの関わりは、子どもと対象との関わりを深め

るような存在であり、大人には関わりの頻度よりもそ

の質が問われているといえるだろう。 
 

2 日常生活からの影響－間接的な参与－ 

前述の通り、子どもは大人が直接遊びに関わってい

ない時も、大人のまねを「ごっこ遊び」の中で用いて

いる。つまり間接的に子どもの遊びに関わっており、

自己を認識するための「対象」の 1 つになり得るので

はないか。 
幼児期の子どもに関する研究において「ごっこ遊

び」のなかで、「ままごと」が取り上げられることが

ある。「ままごと」は炊事のまね等を中心にした遊び

で「飯事」という字をあてることもできる。子どもた

ちの家庭での生活や手伝いの経験が生かされているこ

との表れなのである。久保田は以下のように述べる36。 
 

“ままごと”にあらわれる“お母さん”

は自分のお母さんの姿を下敷きにしながら、

小田 恭子　・　加納 誠司
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こどもがもっともお母さんらしいと思う姿

（いわば理想像）を重ねあわせて演じてい

るとみていいようです。同時にこの子ども

たちは形や動作だけをまねているのではあ

りません。お母さんの日常しているしごと

や、子どもたちとのかかわり方など、その

内容をも演じているのです。もうただの

“まねっこ”などではないのです。（中略）

“ごっこ遊び”は、子どもとおとなの世界との

接点で展開していく遊びであり、子どもた

ちは、こうした遊びを自分のものとして展

開することによって、おとなの生活をとら

え自分の物にしていく  そうしたはたら

きを持つものであるといえましょう。 
 

親のしごと、関わり、その内容が取り入れらている

ことから、「ごっこ遊び」は子どもだけのものではな

い。「ごっこ遊び」とは直接この遊びに参加していな

い他者や、さらに他者との関係、時にはその理想的な

関係を思い描いて、周囲の環境を巻き込みながら架空

のストーリーを展開していくことである。 
資料 3 に示した永野優希による生活科の実践は、間

接的な大人の参与が見受けられる例にあたる37。 

資料3 家族単元における「ごっこ遊び」の様子 

単元の導入では、家族ごっこの遊びを取り入れ、家

族の役割や仕事に着目することができるようにする。

子供は、家族ごっこ遊びの中で、自分の家庭生活を投

影したり、また、多様な家族像を描いたりしながら遊

ぶ。（中略）遊びの様子を細かく見取りながら、何を

しているか、何のためにその行為をしているのかを問

いかけていくこととする。 
T：あなたは何をしていたの？ 

C：料理だよ 
T：どうして料理をしているの？ 

C：だって、家族のためにご飯を作ってあげなきゃ 
いけないでしょ 

T：そうか、家族のためにご飯を作るお仕事があるん

だね 

 教師からご飯を作っている理由を問われたことに対

する子どもの答え方は、その子の家庭で料理をしてい

る人の言葉であると解釈できる。料理を作ってもらっ

ていることや、それが自分のためであると意識に深く

根付いている場面と捉えることができる。このように、

「ごっこ遊び」をしている最中に直接触れ合っていな

い「家族のためにご飯を作っている人」の存在も、教

師からの問いかけに対する受け答えに反映されている

のである。 
また、日常生活がモデルになるような形で表現に関

わることもある。石田浩子の実践では、日常的に触れ

ている CM を手がかりに実践が進められている。そ

の中で「CM というスタイルは、児童にとって日々の

生活の中で触れている身近なものであるため、表現の

イメージを持ちやすいという利点があった。CM づく

りをする中で伝えたいおすすめポイントが整理され、

そのおもちゃの特徴やよさとして、すっきりとまとめ

られる形となった。CM を見る側としても、ポイント

がわかりやすく、興味深い表現活動となった。」38と

して、子どもの様子を捉えている。 
CM を見ることは、製作した大人と関わっていると

捉えられないだろうか。少し距離があるかもしれない

が、この関わりを手がかりに、子どもは自分の表現し

たいことをまとめることが可能になったのではないだ

ろうか。間接的な関わり方とは、このような影響のさ

れ方、取り入れ方である。 
このような間接的な子どもとの関わりとは、「ごっ

こ遊び」を豊かにする材料であり、子どもと対象との

関わりを深める手立てにもなるだろう。したがって、

間接的な関わりは日常生活において、より多くの大人

や社会に触れる機会が得られるほど、子どもの想像力

を豊かにする。教師は実践の中でそれらの背景や存在

を価値づけていく必要がある。 
 

Ⅳ おわりに 

今回、「ごっこ遊び」について明らかになったこと

を、を簡潔にまとめると「ごっこ遊び」における子ど

もの発達の変容である。形の模倣から始まり、それら

が組み合わさることで遊びそのものの内容に発展する。

そして、低学年期に入る頃には、子どもは協同でスト

ーリー性を帯びた「ごっこ遊び」へと発達することが

わかった。ここに、子どもの遊びと周囲の大人との関

わりで、大人が直接遊びに参与する場合はその質を十

分考慮し、間接的に関わる場合では遊びや表現の材料

になり得ることを意識し、より多くの場面で関わる必

要性があることを提案する。また、各個人の経験や発

達段階の個人差における違いについては、教師の支援

が必要な場面もあるだろう。 
しかし、「ごっこ遊び」と演劇を関連させる意図を

今回はストーリー性と協同性の視点から関連させたが、

検討が十分ではなく、「ごっこ遊び」の 3 側面に関し

ては今後慎重かつ十分に検討する必要があるとだろう。 
本研究では子どもの「ごっこ遊び」における発達と

周囲の大人との関わりに焦点を当ててきた。しかし本

研究では、「ごっこ遊び」が自己の認識の外にある対

象を理解し、相手の立場に歩みよって考えることの具

体的な方法について、すなわち、対象と自己の認識の

関連について検討が不足している。そのため、今後は

子どもが動植物や地域の人と関わりの場面を直接的な

「なりきる」という言葉を手がかりに検討していく。 

生活科における対象と豊かに関わるための「ごっこ遊び」の研究
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